
14癒
同
好
継
立
の
墨

　
我
々
、
天
文
學
を
研
究
し
て
み
る
者
が
、
そ
れ
ぐ
叉
、

天
丈
の
好
き
な
友
人
を
幾
人
か
つ
、
有
っ
て
み
る
ぢ
い
ふ
二

ε
な
ご
、
｝
日
、
話
し
合
つ
だ
こ
ご
が
あ
っ
把
。
更
に
叉
、

別
の
日
に
、
『
世
に
は
天
文
學
に
熟
心
な
人
が
か
く
れ
て
み
る

ら
し
い
、
そ
し
て
適
量
な
書
物
や
、
器
械
や
、
同
趣
昧
の
友

達
が
無
い
た
め
、
始
絡
不
満
…
足
勝
ち
で
る
ら
れ
る
だ
ろ
う
、

御
互
ひ
の
た
め
だ
、
何
か
考
へ
て
、
、
好
都
合
な
形
を
作
っ
て

見
た
い
も
の
だ
」
ご
、
語
り
合
っ
た
こ
ご
も
あ
っ
泥
。
最
近

に
叉
、
英
米
あ
た
り
の
星
好
き
な
連
中
が
l
i
本
職
の
天
文

學
者
も
、
片
手
聞
の
素
人
も
、
　
一
所
で
ー
ー
何
々
會
を
作
っ

て
、
相
互
の
趣
味
向
上
の
だ
め
に
も
、
學
界
へ
貢
献
の
把
め

に
も
、
す
い
ぶ
ん
立
涙
な
成
蹟
を
墨
げ
て
る
る
の
を
、
新
着

雑
誌
な
ざ
で
見
て
、
羨
し
く
且
つ
セ
こ
ご
も
あ
っ
π
o

　
こ
ん
な
事
情
が
重
な
っ
て
、
吾
々
も
一
つ
の
會
を
起
し
、

前
述
べ
た
や
う
な
事
柄
を
囲
歩
進
め
て
實
現
し
τ
見
π
い
ご

思
ひ
付
い
た
の
が
、
同
好
會
の
抑
も
の
始
ま
り
で
あ
る
。
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
カ
　
　
へ

は
會
員
組
織
に
し
て
、
相
互
の
親
睦
ご
向
上
ご
を
目
的
こ
し

や
う
、
就
て
は
回
り
階
級
を
設
け
な
い
で
、
時
節
柄
、
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
で
行
か
う
じ
や
な
い
か
ご
、
諸
々
相
談
が
纒
っ
て

大
急
ぎ
に
、
趣
意
書
を
登
表
し
陀
の
が
九
月
の
始
め
で
あ
っ

泥
。　
果
し
て
、
あ
ち
ら
か
ら
も
、
こ
ち
ら
か
ら
も
、
反
響
が
あ

っ
て
、
入
會
希
望
の
手
紙
が
、
毎
日
白
々
、
十
通
二
十
池
ご

屈
く
。
忽
ち
百
名
を
越
ね
、
百
五
十
名
を
越
ね
、
ー
ー
此
の

分
で
は
九
月
中
に
二
百
名
を
突
破
し
さ
う
な
見
當
が
付
く
。

そ
し
て
こ
ん
な
に
澤
出
陣
っ
て
來
る
手
紙
の
中
に
は
、
大
砥

は
、
直
な
る
物
好
き
か
ら
で
は
無
く
、
す
い
ぶ
ん
翻
心
ご
苦

心
巴
で
勉
強
も
し
、
研
究
も
し
て
ゐ
ら
れ
、
「
是
非
々
口
入
會

し
π
い
』
こ
い
つ
把
や
う
な
の
が
多
い
の
で
、
我
々
登
起
人

ご
し
て
は
、
新
螢
見
で
も
し
セ
や
う
に
嬉
し
か
つ
π
o

　
最
早
大
丈
夫
ご
見
て
、
途
に
九
月
二
十
五
口
登
曾
ざ
す
る

ざ
き
め
セ
。

　
い
よ
く
磯
會
の
日
に
は
、
あ
、
も
し
や
う
、
こ
う
も
し

や
う
ご
、
先
き
走
っ
た
こ
ご
を
考
へ
柁
人
も
あ
っ
π
が
、
叉

考
へ
直
し
て
、
始
め
か
ら
鯨
り
調
子
に
乗
り
過
ぎ
な
い
や
う

に
ε
注
意
す
る
諸
君
も
あ
っ
て
、
兎
に
角
、
當
日
は
新
城
博
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士
の
血
漿
拗
ご
、
百
養
君
の
御
講
演
ピ
を
御
願
ひ
す
る
ε
し

だ
Q
　
九
月
二
十
五
日
、
其
の
日
は
室
模
様
が
少
し
息
遣
は
れ
陀

が
、
定
刻
三
時
に
は
席
…
が
重
ん
ご
塞
が
っ
て
了
つ
セ
。

　
先
づ
自
労
が
引
起
人
口
か
ら
御
挨
拶
に
立
ち
、
次
い
で
古

川
君
に
假
規
期
を
朗
讃
し
て
頂
い
て
、
來
會
諸
氏
に
御
相
談

申
し
上
げ
、
二
一
二
質
問
な
ご
が
あ
っ
て
い
よ
く
會
は
成
立

規
則
公
認
ビ
い
ふ
こ
ご
に
き
ま
つ
ヤ
伊
。

　
そ
れ
か
ら
新
城
博
士
が

　
『
天
文
學
の
使
命
」

こ
い
ふ
題
で
、
一
同
に
御
話
し
下
さ
る
追
書
は

　
天
丈
學
は
、
他
の
學
問
の
例
に
漏
れ
す
、
其
の
始
め
の
口
的
は
利
用
厘
坐
で

　
あ
っ
れ
。
邸
ち
入
交
開
化
の
初
期
ご
・
し
て
農
業
時
代
に
は
、
耕
作
の
時
期
が

　
太
陽
…
熱
の
都
合
に
よ
っ
て
左
右
ぜ
ら
れ
う
か
ら
、
自
然
人
間
は
太
腸
の
蓮
行

　
に
よ
っ
て
暦
な
作
る
や
う
に
力
め
牡
。
次
の
商
業
時
代
に
は
通
商
航
海
の
必

　
二
上
、
天
文
學
は
航
海
者
の
れ
め
に
貴
重
な
る
武
器
で
あ
っ
れ
。
最
近
の
工

　
桑
時
里
長
動
力
が
一
最
も
生
春
冬
な
る
費
本
ご
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
ま

　
で
盛
ん
に
動
力
寸
、
し
て
使
ば
れ
れ
石
炭
は
野
畑
の
壽
命
が
鯨
U
長
く
な
い
ぐ
」

　
見
積
ら
れ
て
み
ろ
。
今
後
は
，
石
炭
葎
拾
て
》
、
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
動

　
力
に
用
み
る
や
う
に
研
究
を
憾
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
』
に
将
來
の

　
天
時
學
の
目
標
が
あ
る
。

　
　
近
頃
の
天
丈
學
は
，
右
に
言
つ
れ
や
ヶ
な
、
直
接
に
入
生
の
六
め
の
鷹
掲

　
ご
己
て
見
ら
れ
ろ
外
に
、
純
粋
に
、
學
間
り
れ
め
の
學
問
ご
し
て
も
大
進
歩

　
を
し
て
み
る
。
麩
に
天
丈
學
が
天
理
個
々
の
物
理
的
研
究
か
開
拓
す
る
や
う

　
に
な
っ
て
以
來
。
一
方
に
、
天
罰
の
進
化
や
宇
蟹
の
構
慧
の
方
面
に
目
畳
し

　
い
・
し
い
登
展
な
送
げ
て
る
ろ
亡
同
時
に
、
他
方
に
新
し
い
物
狸
學
の
れ
め
に

　
多
く
の
開
題
ミ
解
決
ミ
か
提
供
し
て
み
る
の
は
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
こ
か
・
し
汀
が
ら
、
背
し
か
ら
諺
に
も
あ
ろ
如
く
吾
々
は
主
な
ろ
學
術
亡
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
ふ
術
よ
叫
も
、
．
む
む
ろ
道
の
貴
き
か
思
は
祖
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
が
天
丈
な
研

　
究
し
て
悟
る
こ
ミ
に
、
吾
人
人
間
の
小
な
ろ
に
拙
し
て
、
宇
宙
が
加
何
に
大

　
な
う
か
ご
い
ふ
事
で
あ
ろ
。
し
か
し
此
の
大
宇
宙
に
は
秘
密
．
炉
な
い
。
我
々

　
が
眞
に
虚
心
で
あ
れ
ば
、
何
時
誰
人
に
で
も
此
の
大
宇
宙
の
眞
理
は
開
か
れ

　
て
あ
ろ
の
で
あ
る
。
之
れ
は
、
れ
ご
ひ
小
な
り
ご
難
も
、
吾
人
の
享
受
・
し
得

　
る
特
櫨
ミ
・
し
天
天
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

　
　
更
に
叉
思
ふ
、
天
丈
は
實
に
天
の
交
、
郎
ち
天
の
丈
學
で
あ
ろ
。
吾
人
は

　
此
の
大
丈
學
な
味
ふ
こ
ご
に
よ
っ
て
、
趣
味
の
向
上
ご
精
騨
の
淘
治
オ
々
成

　
就
ず
ろ
こ
寸
・
が
出
來
る
な
ら
ば
吾
人
の
幸
輻
は
眞
に
此
の
上
な
し
ぐ
」
言
に
辺

　
ば
な
ら
ぬ
云
々

　
次
に
少
憩
の
後
、
百
眼
理
學
士
は

　
　
『
太
陽
系
の
籏
張
』

ご
題
し
、
先
づ
太
陽
系
の
構
造
を
略
述
し
て
後
、
主
に
海
王

星
外
の
未
知
遊
星
に
つ
い
て
、
最
近
諸
書
者
の
研
究
を
講
演

せ
ら
れ
π
o
問
題
は
頗
る
精
細
綿
密
な
る
理
論
的
の
も
の
な

る
に
拘
ら
す
、
理
傑
士
は
種
々
の
圖
表
等
に
よ
っ
て
丞
－
易
親

切
に
述
べ
ら
れ
た
の
で
、
來
唖
者
一
同
は
時
の
移
る
の
を
忘

れ
た
。
（
此
の
講
演
の
主
意
は
こ
、
に
記
載
す
る
馬
子
の
な
い

の
を
残
念
に
思
ふ
）
o

　
最
後
に
、
自
分
は
附
鎌
こ
し
て
、
丁
度
此
の
日
入
手
し
た
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外
國
通
信
に
よ
り
、
．
自
鳥
座
新
星
の
毒
見
事
情
を
簡
軍
に
報

告
し
、
五
時
會
を
閉
ぢ
だ
。
此
の
日
、
糠
蝦
君
は
會
の
進
行

中
、
爲
眞
を
撮
影
せ
ら
れ
柁
の
は
感
謝
に
堪
ね
な
い
。

　
登
會
は
無
事
に
濟
ん
だ
Q
其
の
後
も
荷
、
入
會
の
申
込
は

｝
預
々
ε
届
白
い
て
る
る
。
建
山
賀
も
或
は
心
†
年
分
、
或
は
一
年
分

ど
、
こ
し
く
迭
ら
れ
る
O
既
に
名
轡
會
員
が
二
人
も
二
野

た
。
（
一
九
二
〇
・
一
〇
・
二
五
〇
山
本
一
清
記
）

　
會
則
1
1
一
よ
る
會
の
役
員
は
左
の
通
り
決
定
し
柁
。
（
今
度
だ

け
は
全
部
登
越
人
曾
で
決
定
。
次
期
か
ら
は
野
外
に
よ
っ
て
選
暴
ε
す
ろ
）

第

期
幹
部

　
　
　
　
　
　
　
　
幹
　
　
　
事
　
　
　
　
山
　
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
古
　
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
會
　
　
　
計
　
　
　
　
滑
　
　
川

諸
掛
り
は
左
の
通
り
幹
部
か
ら
囑
託
し
π

講
演
掛

編
　
輯
掛

凝
測
掛

鳥
眞
掛

忠言一

夫城清
氏氏馬

盤山海百古川
田

　本瓦濟川崎
菊

　一期1敏龍俊太

郎惰治猷城一
氏氏氏氏氏氏

　
　
　
　
　
　
事
務
室
よ
り

　
曾
は
創
立
趣
意
書
起
草
後
五
＋
日
．
ト
・
し
て
三
百
名
の
配
員
加
得
ま
し
た
、
喜

ば
・
し
い
事
で
す
。
東
は
東
京
や
長
野
か
ら
西
は
支
那
に
至
る
ま
で
擾
が
つ
て
ゐ

翫
ず
。
・
し
か
し
會
の
事
業
な
安
全
に
や
っ
て
行
く
ぬ
め
に
は
是
非
五
百
名
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
、
今
二
百
名
の
熱
心
家
な
得
る
れ
め
奮
闘
か
・
し
ま
ぜ
う
。

幹
部
で
は
近
日
申
に
大
阪
．
耐
戸
、
岡
山
、
名
古
屋
あ
れ
リ
へ
先
づ
天
丈
の
宣

傳
准
行
な
す
ろ
計
謁
な
む
て
る
ま
す
。
右
の
地
方
の
二
野
諸
君
の
御
援
助
た
願

ひ
ま
で
。

　
會
費
は
遷
替
貯
金
（
大
阪
糊
気
六
七
六
乱
番
）
に
よ
っ
て
御
逸
り
下
さ
い
。

　
　
　
　
天
文
同
好
會
規
則
（
第
三
版
）

第
一
條
此
ノ
曾
チ
天
丈
同
好
曾
ト
去
フ

第
二
條
　
此
ノ
會
♪
二
丈
學
ノ
了
解
チ
進
ミ
無
．
委
テ
同
好
其
相
互
ノ
親
睦
チ
壇

　
ス
ノ
が
目
的
デ
ア
ツ

第
三
探
　
事
務
所
チ
京
都
市
吉
田
町
京
都
大
學
天
丈
回
内
二
置
グ
。
叉
會
員
密

　
集
ノ
地
ニ
ハ
支
部
チ
置
ク
事
ガ
ア
ル

第
四
條
　
此
ノ
曾
ハ
右
ノ
目
的
チ
達
ス
ル
爲
メ
次
ノ
事
業
チ
行
7

　
一
、
講
演
（
例
曾
一
回
　
大
會
年
「
回
　
其
他
臨
時
會
）

　
二
、
講
習
會
（
各
地
デ
隣
時
二
開
グ
）

　
三
、
難
誌
圖
書
ノ
禺
版
（
難
誌
ハ
月
一
同
、
圏
書
、
階
時
）

　
四
、
實
地
観
測
（
第
一
部
、
啓
登
的
，
甲
襯
望
、
乙
見
學
、
第
二
部
、
研
究

　
　
的
、
甲
流
星
、
野
咲
光
星
，
丙
彗
星
｝

第
五
條
　
既
ノ
會
ノ
目
的
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
誰
デ
モ
會
員
ニ
ナ
レ
〃

　
但
シ
毎
版
金
試
拾
銭
ノ
割
デ
納
付
ス
〃
必
要
ガ
ァ
ル

　
申
込
ノ
際
ハ
佳
所
職
業
生
年
チ
記
入
セ
ラ
レ
タ
イ

癖
弟
山
ハ
條
　
　
二
二
　
一
一
町
ム
立
五
拾
回
囲
以
上
J
ナ
寄
附
一
ス
ル
者
ヂ
名
饗
盒
日
d
貝
ト
ス
〃

第
七
條
　
此
ノ
盒
日
ノ
幹
部
ハ
次
ノ
涌
｝
噸

　
幹
　
事
　
　
二
　
名
　
・
　
會
　
計
　
　
　
一
　
名

　
此
ノ
幹
部
ハ
総
會
デ
選
塞
セ
ラ
レ
ル
者
デ
任
期
ハ
一
個
年

第
八
條
　
幹
部
ハ
會
員
ノ
ゆ
－
ヵ
ラ
次
ノ
係
り
チ
指
名
湘
鰯
託
ス
〃

　
講
演
係
　
一
名
編
輯
係
三
名
親
測
係
　
一
名
爲
眞
係
　
一
名


